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●データで見る仙台市の特徴  

【新築マンションの価格動向】  

2024 年に仙台市で供給された新築マンション

の平均坪単価は 290.0 万円で、直近 10 年間

の最高値となっている。坪単価の上昇率は 5

年間で＋28.6％、10 年間では＋58.9％と直近

にかけて価格水準が大きく上昇していることが

確認できる。2024 年は青葉区や宮城野区で 1

億円を超える高額物件が多数供給されたこと

で、一戸平均価格と平均坪単価のいずれも直

近の最高値を記録し、同市の価格帯としては

かつてない水準に達している。 

【中古マンションの価格動向】  

2024 年に仙台市で流通した中古マンション

（築 11 年～20 年）の平均坪単価は 162.6 万

円で新築マンションと同様に直近 10 年間の最

高値となっている。坪単価の上昇率は 5 年間

で＋ 35.5％、10 年間では＋ 75.4％であり、い

ずれの上昇率も新築を大きく上回った。供給

規模が縮小し、高額化に拍車がかかる新築マ

ンションの受け皿として中古マンションの人気

が高まり、連れ高の様相を呈している。 

【仙台市各区の特徴】  

青葉区  

新築マンションの供給戸数は群を抜いて多く、

平均価格・坪単価ともに市内では基本的に最上位となっている。なお、同区の中でも価格動向には濃淡があり、

仙台市地下鉄南北線の五橋駅周辺では昔から一定以上のマンション供給があるものの、最近にかけては開発

が盛んに行われている仙台駅東側の宮城野区ほど価格上昇度合いが高くない。 

太白区  

仙台市中心部でのマンション価格の高騰を受けて、一般的な購入者の受け皿となる形で JR・仙台市地下鉄の

長町駅周辺でも一気に開発が進み、2010 年代には JR 長町駅東側の貨物ヤード跡地の「あすと長町」で、近

年では仙台市地下鉄南北線の沿線駅でも供給が多くなっている。 

若林区・泉区  

若林区では 2015 年に仙台市地下鉄東西線が開業して以降、区の東側エリアでは新駅周辺を中心に新たに分

譲マンションが供給されるようになった。泉区は高度経済成長期に「泉パークタウン」が開発され活況を呈してい

た。ただし、最近では市内におけるマンション開発エリアの中心が仙台駅の東側や南側へとシフトしており、同市

5 行政区の中でも人口減少がかなり早く始まっていることもあり、価格水準自体も低位に留まっている。 
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●現地調査で見る仙台市の特徴  

【各主要都市が占めるマンション割合】  

仙台市の行政区は 5 つで、他の地方中

枢都市に比べて最も少ない。また、唯一

全ての行政区に地下鉄が敷設されてい

る特徴を持つ。同市の行政区別マンショ

ン棟数を見ると、青葉区が 619 棟と最も

多いが、仙台駅（JR 各線）を境に分かれ

ている 3 行政区、また太白区でも長町エ

リアを中心にマンションが多い。対照的に、

仙台市以外で最も多いのが多賀城市の

38 棟で、仙台市に比べると極端に少ない。

この傾向は仙台市だけなのかを算出した。

各都道府県の 1 行目に代表区を、2 行目

に県庁所在地（東京都は 23 区）を、3 行

目に都道府県全体数を記載している。ま

た、築浅物件が多い自治体についても同時に算出した。県に占める市の築浅物件の割合は札幌市と仙台市

が抜けて高く、最高は札幌市の 93.20％、仙台市も 88.74％となった。総数でも同じくこの 2 都市の県に占める割

合が抜けて高いが、仙台市の方が札幌市と比較して高くなる。投資向けマンションが増加している＝マンション

の都市化の仮説から、県に占める割合の数値はマイナスになると想定したが、仙台市や広島市では減少してい

た。仙台市に限れば、区で見れば増加している。 

 

【免震＆制震物件の増加】  

過去の当社調査では、①東日本大震災

での免震・制震マンションの被害が 36 棟

中 3 棟のみ（全体被害あり判定 50％）で

3 棟全てが軽微な被害であったこと、②

震 災 で被 害 の大 きかった太 白 区 長 町

（全体被害あり判定 76.1％）の物件でも

被害が見られなかったことを取り上げた。

13 年経った今、改めて免震・制震マンシ

ョンを算出してみた。仙台市の免震・制

震マンションは計 128 棟となった。概ね免

震構造を採用しており、特に直近 10 年

間で竣工した物件では 57.02％で採用と、

防災意識の高まりがわかる結果が得ら

れた。細かく分析していくと、大手デベロ

ッパーで言えば住友不動産は 5 棟全てが免震で、全物件を免震とする「ノブレス」のナイスも供給が多く（12 棟）、

一切免震を付けない業者も存在しない。また、タワーマンションを含む 16 階建て以上の物件は全て免震構造だ

った。唯一平均専有面積 60 ㎡以下のマンション、主に各デベロッパーのコンパクトシリーズでの設置率は低いも

のだった（13 物件中 1 物件）。対照的に、立地ではさほど傾向がない印象を受けた。仙台市地下鉄の沿線では

最も海側の荒井駅（若林区）や震災の影響が大きかった名取市の美田園駅にも構造未設置の物件がある。山

側の泉中央駅（泉区）や富沢駅（太白区）でも設置されている。 


